
 

「自衛隊のイラク人道復興支援活動に関する特別世論調査」の概要 

 
平成 18 年 11 月 

内閣府政府広報室 

 

 

調 査 対 象   全国 20 歳以上の者 3,000 人 

          有効回収数：1,811 人（60.4％） 

          調査期間 平成 18 年９月 21 日～10 月１日 

 

 

調 査 目 的   自衛隊のイラク人道復興支援活動に関する国民の意識を調査し， 

今後の施策の参考とする。 

 

 

調 査 項 目   (1) ニュース等の接触度 

          (2) 陸上自衛隊のイラク人道復興支援活動の評価 

          (3) イラクの人々に役立ったと思う陸上自衛隊の活動 

           (4)  航空自衛隊の活動の認知度 

          (5) 国際平和協力活動に対する意識 

 

 

 

 

＜お願い＞ 
本資料の内容を引用された場合、その掲載部分の写しを 
下記宛にご送付ください。 

 
内閣府大臣官房政府広報室 

世論調査担当 

 

〒100-8914 東京都千代田区永田町１－６－１ 

電話 03(3581)0070 

ＦＡＸ 03(3580)1186 
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「自衛隊のイラク人道復興支援活動に関する特別世論調査」の要旨 

平成 18 年 11 月 
内閣府政府広報室 

 
１ ニュース等の接触度 

（１）ニュース等の接触度 

 平成 18 年９月

・かなり頻繁に見聞きしていた 40.6％

・時々見聞きしていた 50.2％

・あまり見聞きしていなかった 6.4％

・ほとんど見聞きしていなかった 1.8％

・わからない 1.0％

わから
ない

　かなり頻繁に
　見聞きしていた

時々見聞き
していた

あまり見聞
きしていな
かった

ほとんど見
聞きしてい
なかった

(該当者数)

総 数 (1,811人) 40.6 50.2 6.4

1.0

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

見聞きしていた
（小計）90.8

見聞きしていなかった
（小計）8.2

 
 

（２）ニュース等の入手先（複数回答） 

（ニュース等を「かなり頻繁に見聞きしていた」「時々見聞きしていた」とした者（1,645 人）に） 

 平成 18 年９月

・テレビ 96.3％

・新聞 77.3％

・インターネット 9.8％

・雑誌 8.1％

テ レ ビ

新 聞

イ ン タ ー ネ ッ ト

雑 誌

ポスター,パンフレット

講 演 会

そ の 他

96.3

77.3

9.8

8.1

1.0

0.9

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

総　数（N=1,645人,M.T.=194.0%)

(%)

 

 

 

調査時期：平成 18 年９月 21 日から平成 18 年 10 月１日 

調査対象：全国 20 歳以上の者 3,000 人 

回収結果：1,811 人（60.4％） 
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（２）ニュース等を見聞きしていなかった理由 

（ニュース等を「あまり見聞きしていなかった」「ほとんど見聞きしていなかった」とした者（148 人）に） 

 平成 18 年９月

・元々ニュースや記事を見聞きする機会が少なかったから 49.3％

・自衛隊の活動に関心がなかったから 41.9％

自衛隊の活動に関心が
なかったから

元々ニュースや記事を見聞き
する機会が少なかったから

その他 わから
ない

(該当者数)

総 数 (  148人) 41.9 49.3 4.7 4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  

２ 陸上自衛隊のイラク人道復興支援活動の評価 

（１）陸上自衛隊のイラク人道復興支援活動の評価 

 平成 18 年９月

・高く評価する 25.6％

・多少は評価する 45.9％

・あまり評価しない 17.4％

・評価しない 5.1％

・わからない 5.9％

　高く評価する 　多少は評価する あまり評価
しない

評価
しない

(該当者数)

総 数 (1,811人)

わから
ない

25.6 45.9 5.9 17.4 5.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

評価しない（小計）22.6評価する（小計）71.5

 

（２）陸上自衛隊のイラク人道復興支援活動を評価する理由（複数回答） 

（陸上自衛隊のイラク支援を「高く評価する」「ある程度評価する」とした者（1,295 人）に） 
 平成 18 年９月

・イラクの復興を助けるために役立ったから 67.9％

・戦闘に巻き込まれることなく無事に任務を終えて終了したから 45.3％

・日本に対する国際的な評価が高まったから 27.6％

・日本の平和と安定を守るために役立ったから 25.1％

 
イ ラ ク の 復 興 を 助 け る
た め に 役 立 っ た か ら

戦闘に巻き込まれることなく無事
に任務を終えて終了したから

日 本 に 対 す る 国 際 的 な
評 価 が 高 ま っ た か ら

日本の平和と安定を守る
た め に 役 立 っ た か ら

自衛隊の活動がイラク国民
に 評 価 さ れ て い る か ら

中 東 地 域 の 安 定 に 役 立 つ
こ と で ， 石 油 の 安 定 的 な
確 保 に 役 立 っ た か ら

日米の関係が強化されたから

そ の 他

わ か ら な い

45.3

27.6

25.1

24.7

16.6

16.6

0.6

1.1

67.9

0 10 20 30 40 50 60 70

総　数（N=1,295人,M.T.=225.5%)

(%)
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（３）陸上自衛隊のイラク人道復興支援活動を評価しない理由（複数回答） 
（陸上自衛隊のイラク支援を「あまり評価しない」「評価しない」とした者（409 人）に） 
 平成 18 年９月

・米国に従って派遣されたから 42.5％

・自衛隊が戦闘に巻き込まれる危険性があったから 37.2％

・自衛隊の海外派遣に反対だから 36.9％

・派遣のために日本がテロに巻き込まれる可能性が高くなったから 29.1％

米国に従って派遣されたから

自衛隊が戦闘に巻き込まれる
危 険 性 が あ っ た か ら

自 衛 隊 の 海 外 派 遣
に 反 対 だ か ら

派 遣 の た め に 日 本 が
テ ロ に 巻 き 込 ま れ る
可 能 性 が 高 く な っ た か ら

自衛隊の活動がイラク国民
に評価されていないから

イラクの復興に役立って
い な か っ た か ら

そ の 他

わ か ら な い

42.5

37.2

36.9

29.1

27.1

25.4

2.7

3.9

0 10 20 30 40 50

総　数（N=409人,M.T.=204.9%)

(%)

 

３ イラクの人々に役に立ったと思う陸上自衛隊の活動（複数回答） 

 平成 18 年９月

・給水活動 68.4％

・医療の支援（技術指導・助言） 62.3％

・道路の補修 56.3％

・学校等の補修・修繕 42.2％

給 水 活 動

医 療 の 支 援
（ 技 術 指 導 ・ 助 言 ）

道 路 の 補 修

学 校 等 の 補 修 ・ 修 繕

現 地 の 人 々 と の 交 流

役に立った活動はない

そ の 他

わ か ら な い

62.3

56.3

42.2

24.2

2.7

0.2

5.9

68.4

0 10 20 30 40 50 60 70

総　数（N=1,811人,M.T.=262.2%)

(%)
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４ 航空自衛隊の活動の認知度 

 平成 18 年９月

・よく知っていた 22.3％

・多少は知っていた 29.9％

・あまり知らなかった 23.1％

・まったく知らなかった 22.8％

・わからない 1.9％

わから
ない

　よく
　知っていた

　多少は
　知っていた

あまり知ら
なかった

まったく知ら
なかった

(該当者数)

総 数 (1,811人) 22.3 29.9 23.1 22.8

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

知っていた（小計）
52.1

知らなかった（小計）
45.9

 
 

５ 国際平和協力活動に対する意識 

 平成 18 年９月

・積極的に取り組むべき 32.9％

・どちらかといえば取り組むべき 42.0％

・どちらかといえば取り組むべきではない 12.6％

・取り組むべきではない 3.5％

・わからない 9.1％

わから
ない

積極的に
取り組むべき

どちらかといえば
取り組むべき

どちらかといえば
取り組むべきでない

取り組む
べきでない

(該当者数)

総 数 (1,811人) 32.9 42.0 9.1 12.6 3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

取り組むべき
（小計）74.8

取り組むべきではない
（小計）16.1
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自衛隊のイラク人道復興支援活動に関する特別世論調査 

 
平成 18 年 11 月 

 

話は変わりますが、次に時事問題として、「自衛隊のイラク活動」についてお伺いします。 

 

〔資料１を提示して、調査対象者によく読んでもらってから、以下の質問を行う。〕 

（資料１） 

2004 年（平成 16 年）に始まった陸上自衛隊によるイラク人道復興支援活動は、イラク新政

府の発足などを受けて、約２年半にわたる任務を終えました。そして、イラクに派遣されてい

た陸上自衛隊は、今年の７月までに全員帰国しました。 

 

Ｑ１〔回答票 17〕あなたは、この陸上自衛隊によるイラク人道復興支援活動について、どの程

度、新聞、雑誌、インターネットなどでニュースや記事を見聞きしていましたか。この中

から１つだけお答えください。 

 

（40.6）    （50.2）    （ 6.4）    （ 1.8）    （ 1.0） 

(ア)      (イ)      (ウ)      (エ) 

かなり頻繁に   時々見聞き  あまり見聞き  ほとんど見聞き  わからない 

見聞きしていた  していた   していなかった していなかった 

 

(Ｑ２へ) 

ＳＱａ〔回答票 18〕イラク人道復興支援活動

について、主に何によってニュースや記

事を見聞きしていましたか。この中から

いくつでもあげてください。(Ｍ.Ａ.) 

（Ｎ＝1,645）

（77.3） (ア) 新聞 

（ 8.1） (イ) 雑誌 

（ 9.8） (ウ) インターネット 

（96.3） (エ) テレビ 

（ 1.0） (オ) ポスター、パンフレット 

（ 0.9） (カ) 講演会 

（ 0.7）       その他（     ） 

（Ｍ.Ｔ.＝194.0）

ＳＱｂ〔回答票 19〕イラク人道復興支援活動

について、ニュースや記事を見聞きして

いなかったのはなぜですか。この中から

１つだけお答えください。 

（Ｎ＝148）

（41.9） (ア) 自衛隊の活動に関心がなかっ

たから 

（49.3） (イ) 元々ニュースや記事を見聞き

する機会が少なかったから 

（ 4.7）    その他（      ） 

（ 4.1）    わからない 

 

 

調査時期：平成 18 年９月 21 日から平成 18 年 10 月１日 

調査対象：全国 20 歳以上の者 3,000 人 

回収結果：1,811 人（60.4％） 
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Ｑ２ 〔回答票 20〕あなたは、陸上自衛隊のイラク人道復興支援活動について、どの程度評価

しますか。この中から１つだけお答えください。 

 

（25.6）     （45.9）     （17.4）        （ 5.1）       （ 5.9） 

(ア)       (イ)       (ウ)      (エ) 

高く評価する  多少は評価する  あまり評価しない  評価しない  わからない 

 

 (Ｑ３へ) 

ＳＱａ〔回答票 21〕陸上自衛隊のイラク人道

復興支援活動を評価するのはなぜです

か。この中からいくつでもあげてくださ

い。(Ｍ.Ａ.)      （Ｎ＝1,295）

（67.9）(ア) イラクの復興を助けるために役

立ったから 

（24.7）(イ) 自衛隊の活動がイラク国民に評

価されているから 

（25.1）(ウ) 日本の平和と安定を守るために

役立ったから 

（16.6）(エ) 中東地域の安定に役立つことで、

石油の安定的な確保に役立っ

たから 

（27.6）(オ) 日本に対する国際的な評価が高

まったから 

（16.6）(カ) 日米の関係が強化されたから 

（45.3）(キ) 戦闘に巻き込まれることなく無

事に任務を終えて終了したか

ら 

（ 0.6）     その他（         ）

（ 1.1）    わからない 

（Ｍ.Ｔ.＝225.5）

ＳＱｂ〔回答票 22〕陸上自衛隊のイラク人道

復興支援活動を評価しないのはなぜで

すか。この中からいくつでもあげてくだ

さい。(Ｍ.Ａ.)     （Ｎ＝409） 

（25.4）(ア) イラクの復興に役立っていな

かったから 

（27.1）(イ) 自衛隊の活動がイラク国民に

評価されていないから 

（29.1）(ウ) 派遣のために日本がテロに巻

き込まれる可能性が高くなっ

たから 

（36.9）(エ) 自衛隊の海外派遣に反対だか

ら 

（42.5）(オ) 米国に従って派遣されたから 

（37.2）(カ) 自衛隊が戦闘に巻き込まれる

危険性があったから 

（ 2.7）   その他（         ）

（ 3.9）   わからない 

（Ｍ.Ｔ.＝204.9）

 

Ｑ３〔回答票 23〕陸上自衛隊がイラクで行っていた活動で、イラクの人々のために役に立った

と思う活動は何ですか。この中からいくつでもあげてください。(Ｍ.Ａ.) 

 

（62.3） (ア) 医療の支援（技術指導・助言） （24.2） (オ) 現地の人々との交流 

（42.2） (イ) 学校等の補修・修繕      （ 2.7） (カ) 役に立った活動はない 

（56.3） (ウ) 道路の補修          （ 0.2）    その他（       ） 

（68.4） (エ) 給水活動           （ 5.9）    わからない 

（Ｍ.Ｔ.＝262.2） 

 

Ｑ４〔回答票 24〕陸上自衛隊によるイラク人道復興支援活動は、任務を終えましたが、航空自

衛隊が引き続き国連及び多国籍軍に対して輸送任務を支援することを通じて、イラクへの

支援を継続しています。あなたは、この航空自衛隊の活動についてご存じでしたか。 

 

（22.3） (ア) よく知っていた        （22.8） (エ) まったく知らなかった 

（29.9） (イ) 多少は知っていた        （ 1.9）    わからない 

（23.1） (ウ) あまり知らなかった 
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〔資料２を提示して、調査対象者によく読んでもらってから、以下の質問を行う。〕 

（資料２）

国際社会の平和と安定を確保するために、平成１８年に自衛隊が行った

『国際平和協力活動』には、次のようなものがあります。

（すでに終了したものを含む）

国際緊急援助活動

国

際

平

和

協

力

活

動

イラク国家再建に向けた取組への協力

国際平和協力業務

（大量破壊兵器の）拡散に対する安全保障構想（PSI)への取組

イラクの復興のための

・医療活動（18年7月17日まで）

・給水活動（17年2月4日まで）

・学校などの公共施設の復旧・整備（18年7月17日まで）

・人道復興関連物資の輸送活動

（PSI：Proliferation Security Initiative）

国際テロ対応のための活動国際テロ対応のための活動

国際的なテロリズムの防止と根絶のための国際社会の取組に寄与す
るため、インド洋において対テロ海上阻止活動を行う他国艦艇への燃料
や水の補給

国連平和維持活動（ＰＫＯ）として、

ゴラン高原において

・国連兵力引き離し監視隊（ＵＮＤＯＦ）の日常生活物資などの輸送

・道路の補修及び重機材の整備などの後方支援

インドネシア・ジャワ島中部における地震被害に対する医療・防疫活動

核や化学・生物兵器などの大量破壊兵器の拡散を防止するための『拡
散に対する安全保障構想（PSI) 』に参加して

・参加国による合同阻止訓練へ参加

 

Ｑ５〔回答票 25〕自衛隊は、イラク人道復興支援活動以外にも、テロ対策のための協力支援活

動や、国連平和維持活動、国際緊急援助活動などといった国際平和協力活動を実施してい

ます。今後、このような国際平和協力活動に積極的に取り組むべきだと思いますか。それ

とも、取り組むべきではないと思いますか。 

 

（32.9） (ア) 積極的に取り組むべき       （ 3.5） (エ) 取り組むべきでない 

（42.0） (イ) どちらかといえば取り組むべき   （ 9.1）    わからない 

（12.6） (ウ) どちらかといえば取り組むべきでない 




